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それをさらにワンステップ上がってほしぃとぃぅ気持ちから、二年生の

先生たちは、

「三年生せ田学郷」といぅ言葉を使い、君たちにアドバイス

してきました。さて、みんなは、そのアドバイスにこたえて、「三年生せ

■専翔」の心需えで重機し、授韓を受け.豪 庭撃習をしているでしよう

か?

「三年生になつたらがんばろうJ「また二年のうちはそんなに本気にな

らなくても」とか思つている人はいませんか?そ のようなゆるんだ心が

けでは、もし二年生になったとしても、「宝2ば り二学期からでVとい力と」
「三学期力、ぁ必死にやろう、」・・・・・と、     j

ズルズルと r本気モード」に入るのが遅れていきますよ。
「いつ、本気モードに入るのか?」  「 何をすればいいのか?」 それ

を決めるのは自分自身です。ほかのだれも決めてくれません。

とりあえずアドバイスするとしたら、

移していこう。

飛行機が離陸するためには滑走路をどのくら

い走らなければならないか知つていますか? 2

～ 3000mも 走らなければならないのです。そ

れはなぜか。飛行機は、す ぐには飛行速度に到達

できないのです。すべての物体には、「慣性 (かん

せい)」とい う性質があって、どんなに大きな力を加えても、急には速く

ならないのです。十分な速度にならないうちに離陸しようとすると、失

速 して、墜落 してしまいます。走り幅眺びでも、助走が勝負を決めるの

も同じです。助走しそこなって三年生初めにつまずかないように、二年

生のうちから、十分に助走 して、生活習慣、授業を受ける姿勢、家庭学

習のペースをつけておきましょう。そ 1ンて、三年になったからとあわて

るのでなく、十分にいい習慣をつけて、余裕を持って三年生を迎えまし

ょう。

今日は、二年生最後の人権点検デーでした。

自分の意見、気持ちをしつかり言えたでしょう

か? 今 日聞いたお互いの気持ちを感 じ取り、自分だけのことではなく

「なかま」のことをしっかり考えられる人になっていこう。

「授素遅調をしないでおこう」
『自孝ノートを毎日やろう」
『霞韓中、私目を絶対やめよう」
Fノートをきちんと書こう」
「毎日、車でノートの霊理をしよう」
「一年生の復習を毎日少しずつ始めよう」
「一年生、二年生の間田集を少しずつやり西そう」・

おもな予定

実カテス ト  2月 14日鉄 )

学年末テス ト 2月 29日 (水)

3月 1日C末)

3月 2日 (金)

な どです。、一つでも全部でも、自分でできそ うなことを決めて、実行に


